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＊ 裏面もお読みください。 
 

    

市
で
は
、
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成

１６

年
４
月
に
一
宮
市
環
境
基

本
計
画
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。 

し
か
し
、
策
定
か
ら
１０
年
が

経
過
し
、
環
境
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
き
く
変
化
し
、
ま
た
、

引
き
続
き
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
社
会
状
況
等
の
変

化
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
、「
第
６
次
一
宮
市
総
合

計
画
」
で
掲
げ
る
目
指
す
べ
き

将
来
像
の
実
現
を
環
境
面
に
お

い
て
補
完･

具
体
化
す
る
と
と

も
に
、
「
一
宮
市
環
境
基
本
条

例
」
に
掲
げ
る
基
本
理
念
に
基

づ
き
、「
安
全
で
快
適
な
魅
力
あ

ふ
れ
る
環
境
都
市
」
の
実
現
に

向
け
、
第
２
次
一
宮
市
環
境
基 

    本
計
画
を
平
成
２６

年
３
月
に

策
定
し
ま
し
た
。 

 

目
指
す
べ
き
環
境
像 

第
２
次
計
画
で
は
「
毎
日
が

暮
ら
し
や
す
く
、
住
み
や
す
い

環
境
で
あ
る
一
宮
市
」
を
目
指

す
べ
き
環
境
像
と
し
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
５
つ
の
基
本
方
針

を
掲
げ
、
環
境
に
負
荷
の
少
な

い
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
り
、

住
み
や
す
く
、
幸
せ
が
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
基
本
方
針
の

達
成
に
向
け
て
、
市
民
、
事
業

者
、
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市

の
各
主
体
が
連
携
・
協
力
し
て

取
り
組
み
ま
す
。 

計
画
の
推
進 

こ
の
計
画
を
円
滑
、
適
切
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
の
役
割
を
認

識
し
、
主
体
的
に
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

「
環
境
」
と
は
、
地
球
温
暖

化
問
題
な
ど
大
規
模
な
環
境
問

題
か
ら
、
身
近
な
自
然
環
境
や

生
活
環
境
ま
で
幅
広
く
含
ま
れ

ま
す
。
な
る
べ
く
自
転
車
や
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、

省
エ
ネ
や
節
電
に
取
り
組
む
な

ど
、
で
き
る
範
囲
内
で
積
極
的

な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
計
画
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。 

 

 

第
２
次
一
宮
市
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た 



 

 問い合わせ： 環境部環境保全課 
№ 30         TEL 45-7185  FAX 45-7187 E-mail:kankyohozen@city.ichinomiya.lg.jp 

 

   
今
年
の
夏
は
、
中
部
電
力
管
内

に
お
い
て
は
、
企
業
や
ご
家
庭
で

引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
こ
と
を
見
込
ん
だ
上
で
、
安

定
し
た
電
力
供
給
が
保
た
れ
る
見

通
し
で
す
。 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
節
電
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
電
力
供
給
を

安
定
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
電

力
使
用
が
ピ
ー
ク
と
な
る
１３
時
～

１６
時
を
中
心
に
、
で
き
る
限
り
の

節
電
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

過
度
の
節
電
は
熱
中
症
な 

ど
の
健
康
被
害
が
発
生
す
る 

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ご
自
身
や
ご
家
族
の
体
調 

に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
、 

無
理
の
な
い
範
囲
で
実
践
し 

て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

   

～
家
庭
で
の
取
り
組
み
例
～ 

●
エ
ア
コ
ン 

・
室
温
２８
℃
を
心
が
け
る
。 

・
す
だ
れ
や
よ
し
ず
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
な
ど
で
窓
か
ら
の
日
差
し

を
和
ら
げ
る
。 

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン

を
消
し
、
扇
風
機
を
使
用
す
る
。 

●
冷
蔵
庫 

・
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
か
ら

「
中
」
に
変
え
、
扉
を
開
け
る

時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、

食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
。 

※
食
品
の
傷
み
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
照
明 

・
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
す
。 

●
テ
レ
ビ 

・
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す
る
と

と
も
に
、
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、

必
要
な
時
以
外
は
消
す
。 

●
温
水
洗
浄
便
座 

・
温
水
の
オ
フ
機
能
、
タ
イ
マ
ー

節
電
機
能
を
利
用
す
る
。 

前
記
の
機
能
が
な
い
場
合
、
使

わ
な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
。 

●
ジ
ャ
ー
炊
飯
器 

・
早
朝
に
タ
イ
マ
ー
機
能
で
１
日

分
ま
と
め
て
炊
い
て
、
冷
蔵
庫

や
冷
凍
庫
に
保
存
す
る
。 

●
待
機
電
力 

・
リ
モ
コ
ン
の
電
源
で
は
な
く
、

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。
長
時

間
使
わ
な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
。 

●
そ
の
他 

・
打
ち
水
を
行
う
。（
水
道
水
で
は

な
く
、
風
呂
の
残
り
湯
や
エ
ア

コ
ン
の
排
水
を
利
用
す
る
。
） 

・
家
族
が
、
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ

の
部
屋
に
集
ま
る
。（
ク
ー
ル
シ

ェ
ア
） 

 

 

 

 

そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
節

電
方
法
が
あ
り
ま
す
。
自
分
や
家

族
に
合
っ
た
節
電
方
法
を
見
つ
け

て
、
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
    

一
宮
市
は
、
環
境
保
全
・
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み

の
財
源
と
し
て
「
一
宮
市
環
境
保

全
基
金
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

 

基
金
は
、
小
売
事
業
者
か
ら
の

レ
ジ
袋
有
料
化
に
伴
う
収
益
金
等

の
寄
付
を
積
み
立
て
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

寄
付
金
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
事

業
や
各
種
環
境
学
習
の
費
用
な
ど

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
寄
付
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

(

平
成
２５

年
１１

月 

～
平
成
２６

年
６
月) 

・
株
式
会
社
ヤ
マ
ナ
カ 

・
ユ
ニ
ー
株
式
会
社 

・
株
式
会
社
コ
コ
カ
ラ 

フ
ァ
イ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
省
略
） 

 

家
庭
で
で
き
る
節
電
対
策 

レ
ジ
袋
有
料
化
に
伴
う
収
益

金
を
環
境
保
全
基
金
へ 


